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十
　
月
十

一
日
、
有
田
市
の
鮎
茶
屋
に
お
い
て

湯
浅
税
務
署

。
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会
並

び
に
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の

二
者
共
催
に

よ
る
令
和
四
年
度
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

．

当

日
は
、
紀
中
県
税
事
務
所
長
、
有
田
市
長

一市
町
長
代
表
）
、
近
畿
税
理
ｌｆ
会
湯
浅
支
部
長
を

は
じ
め
、
有
田
湯
浅
警
察
ィ
長
、
有
円
郡
各
町
長

並
び
に
関
係
団
体
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、
納
税
表
彰
式
に
錦
Ｌ
化
を
添
え
て
い
た
だ

工ご
ま
し
た
．

栄
え
あ
る
賞
に
輝

い
た
の
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

常

に
率
先

し

て
、
申
告
納
税
制
度

に
沿

っ
た
、

「迪
Ｉ
申
告
」
と

「
期
限
内
納
付
」
を
続
け
ら
れ
、

さ
ら
に
納
税
協
会

・
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
等

の

組
織
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
会
員
等

の
指
導
育
成
に
積
極
的
に
取
―，
組
ま
れ
た
方
、
ま

た
多
年
に
わ
た
り
、
租
税
教
育
の
推
進
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
正
し

い
税
知
識
の
普
及

・
拡
大

に
顕
者
な
功
績
を
掲
げ
ら
れ
た
方
な
ど
、
納
税
道

義

の
高
揚
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
方

々
で
す
，

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
祝

い

を
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
よ
り

一
層

の
活
躍
を
お
祈
―，
中
し
Ｌ
げ
ま
す

栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
こ（敬
称
略
）

１
′

ソ
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表
彰
状
受
彰
者

◆
湯
浅
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
彰
者

橋
爪
　
正
文
（湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

寺
村
　
公
博
（湯
浅
納
税
協
会

。
理
事
）

嶋
田
　
卓
幸
（有
田
川
町
立
吉
備
中
学
校
・校
長
）

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
表
彰
受
彰
者

白
川
　
達
規
（湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

◆
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
受
彰
者

川
村
　
正
治
（有
円
納
貯
連
合
会

・
作
文
委
員
）

感
謝
状
受
贈
者

◆
湯
浅
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者

有
田
川
町
立
吉
備
中
学
校
（租
税
教
育
推
進
校
）

◆
湯
浅
納
税
協
会
会
長
感
謝
状
受
贈
者

井
上
　
修
平
（湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）

丸
山
　
順
司
（湯
浅
納
税
協
会

・
理
事
）
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令和4年 12月 16日 納 税 だ よ り 第 105号 (2)

ワ辱
ヽ

圭目を十

公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会
は
、
大
正
十

一
年
に

結
成
さ
れ
た
税
務
三
友
会
を
前
身
母
体
と
し
て
昭
和
二

十
二
年
十

一
月
に
有
田
納
税
協
会
と
し
て
誕
生
し
、
納

税
協
力
団
体
と
し
て
税
知
識
の
普
及
に
努
め
、
適
正
な

申
告
納
税
の
推
進
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
り
、
か
つ

会
員
企
業
や
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
活
発
な

活
動
を
展
開
し
本
年
で
七
十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
湯
浅
納
税
協
会
青
年
部
会
は
、
平
成
三
年
六

月
に
青
年
部
会
と
し
て
は
県
下
七
納
税
協
会
で
最
初
に

設
立
さ
れ
、
早
三
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
令
和
四
年
十
月
七
日
（金
）
に
有

田
市
の
橘
家
に
於
い
て
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
　
記
念
式
典

記
念
式
典
は
、
管
内
官
公
庁
並
び
に
関
係
諸
団
体
の

ご
来
賓
を
多
数
お
迎
え
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
式
後
、
初
め
に
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
式

次
第
に
沿

っ
て
進
行
さ
れ
、
湯
浅
納
税
協
会

木
本
佳

孝
会
長
並
び
に
青
年
部
会

戸
田
篤
宏
部
会
長
が
式
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
ビ
デ
オ

「納
税
協
会
の
七
十
五
年
並

び
に
青
年
部
会
三
十
年
の
歩
み
」
が
上
映
さ
れ
た
後
、

「公
益
財
団
法
人
納
税
協
会
連
合
会
会
長
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
、
新
木
敏
克
納
税
協
会
連
合
会
常
任
副

会
長
か
ら
木
本
会
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
阪
国
税
局

岡
藤
秀
樹
徴
収
部
長
様
、

湯
浅
税
務
署

武
藤
正
明
署
長
様
、
紀
中
県
税
事
務
所

亀
位
匡
宏
所
長
様
、
有
田
市
町
代
表

望
月
良
男
有
田

市
長
様
、
和
歌
山
県
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

瀬
古
伸

一
郎
会
長
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
多
数
の

ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご
紹
介
と
と
も
に
、
祝
電
が
披
露

さ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。
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(3)第 105号 納 税 だ よ り 令和4年 12月 16日

式
典
で
上
映
し
た
記
念
ビ
デ
オ

「納
税
協
会
の
七
十

五
年
並
び
に
青
年
部
会
三
十
年
の
歩
み
」
に
つ
い
て

は
、
湯
浅
納
税
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き

ま
す
。第

二
部
　
請
演
会

講
演
会
は
、
納
税
協
会
連
合
会
の
新
木
常
任
副
会
長

が
、
「税
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
と
題
し
て
、
飛
鳥
時
代
か
ら

現
在
ま
で
の
税
制
の
変
遷
を
振
り
返
り
、
「社
会
や
経

済
の
変
化
に
対
応
し
て
税
制
も
変
化
し
て
い
く
。
明
る

い
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
は
、
国
民
み
ん
な
で
今

後
の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
必
要
が
あ

る
。
」
と
の
内
容
で
講
演
し
ま
し
た
。

話
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
話

の
進
め
方
か
ら
出
席
者
全
員
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
来
賓
の
方
々
と
記
念
撮
影
を
行
い
ま

し

た

。
第
二
部
　
祝
賀
会

祝
賀
会
は
、
加
納
誠
前
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま

り
、
納
税
協
会
創
立
や
青
年
部
会
設
立
以
来
の
話
題
に

花
が
咲
き
、
さ
ら
に
木
本
会
長
が
納
税
協
会
の
功
労
者

で
あ
る
、
峠
原
忠
夫
顧
問
や
戸
田
龍
吾
相
談
役
を
壇
上

に
お
招
き
し
、
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
な
ど
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
進
み
、
中
締
め
と
し
て
本
日
の
記
念
式

典
の
お
礼
を
述
べ
、
盛
会
裡
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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令和4年 12月 16日 納 税 だ よ り 第 105号  (4)

「税
の
作
文
・標
語
」
優
秀
作
品
決
ま
る

「税
に
つ
い
て
の
作
文
」
「税
の
標
語
」

の
募
集
に
は
本
年
も
有
田
郡
市
の
各
中

学
校

・
高
校
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
の
作
文
に
は
一

五
八
五
編
、
標
語
に
は

一
六
二
九
編
、

高
校
生
の
作
文
に
は
、
三
三
五
編
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
等
に
よ
り
、
厳
し
い
教
育
環
境
に

あ
る
中
、
各
学
校
を
は
じ
め
関
係
者
の

皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
十

一
月
二
二
日
に
金

屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
中
学
生
を

対
象
に
表
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

入
選
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

（敬
称
略
）

○
中
学
生
　
作
文
の
部

▼
全
国
納
税
貯
畜
組
合

連
合
会
優
秀
賞

吉
備
中
学
校
二
年

梅
谷
　
彩
花

▼
和
歌
山
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
会
長
賞

保
田
中
学
校

一
年

酒
井
　
陽
色

吉
備
中
学
校
二
年

米
田
　
陽
花

八
幡
中
学
校
二
年

福
本
　
美
咲

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

金
屋
中
学
校
二
年デ
イ
ア
ッ
プ
慧
士

▼
和
歌
曲
県
租
税
教
育
推
進

連
絡
協
議
会
賞

湯
浅
中
学
校
二
年

田
中
　
杏
実

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

湯
浅
中
学
校

一
年

籠
谷
　
彩
香

吉
備
中
学
校
二
年

山
田
　
真
央

▼
各
市
町
長
賞

箕
島
中
学
校
二
年

保
田
中
学
校
三
年

文
成
中
学
校
三
年

湯
浅
中
学
校
三
年

耐
久
中
学
校
二
年

津
木
中
学
校
三
年

吉
備
中
学
校
三
年

金
屋
中
学
校

一
年

石
垣
中
学
校
三
年

井
上

▼
有
園
納
税
貯
蓄
組
合

一
手
↓
ｆ
朋
花
蒼
志
珠́
莱
里
弥
亜
理
芽
生
泰
聡
皓
喜

連
合
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校
二
年

藤
田
　
莉
緒

湯
浅
中
学
校

一
年

東
谷
　
美
言

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校

一
年

池
田
涼
憂
真

耐
久
中
学
校

一
年

谷
　
　
桜
羽

川 山 新 田 西 栗 江 福
嶋 村 家 中 田 価 川 島

夕

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

湯
浅
中
学
校
三
年

奥
村
　
杏
美

耐
久
中
学
校
二
年

芳
賀
　
小
桜

▼
有
田
地
方
程
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

上
辻
　
希
実

吉
備
中
学
校
三
年

伊
藤
　
稔

▼
大
桑
教
育
文
化
振
興
財
団
理
事
長
賞

箕
島
中
学
校
三
年

網
代
　
彩
花

文
成
中
学
校
二
年

伊
藤
　
理
央

文
成
中
学
校
二
年

南
村
　
栞
里

耐
久
中
学
校
二
年

石
原
　
悠
愛

吉
備
中
学
校
三
年

森
　
　
凌
人

中
学
生
　
標
語
の
部

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

金
屋
中
学
校
三
年

梅
本
　
望
有

▼
有
田
地
方
種
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

保
田
中
学
校
二
年

中
井
　
一
颯

湯
浅
中
学
校
三
年

奥
村
　
杏
美

耐
久
中
学
校
二
年

石
原
　
悠
愛

吉
備
中
学
校

一
年

秘
野
　
心
花

▼
各
市
町
長
賞

文
成
中
学
校
三
年

生
駒
　
伊
吹

湯
浅
中
学
校
二
年

翌
（　
　
悠
晟

耐
久
中
学
校
二
年

植
山
　
莱
結

吉
備
中
学
校
三
年

山
村
　
芽
生

石
垣
中
学
校

一
年
　
井
上
　
陽
路

八
幡
中
学
校
二
年

西
岡
　
優
咲

▼
湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞

箕
島
中
学
校

一
年

藤
田
　
紗
奈

保
田
中
学
校
二
年

丸
畑
　
綾
香

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

津
木
中
学
校
三
年

新
家
　
亜
理

八
幡
中
学
校
二
年

山
平
瑚
心
波

○
高
校
生
　
作
文
の
部

▼
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進

連
絡
協
議
会
賞

耐
久
高
校

一
年
　
　
一二
橋
　
華
紗

▼
和
歌
山
県
知
事
賞

耐
久
高
校

一
年

　

亀
井
　
楓
花

▼
湯
浅
税
務
署
長
賞

耐
久
高
校

一
年

　

木
村
　
咲
貴

箕
島
高
校

一
年

　

池
田
　
心
愛

▼
有
田
地
方
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

耐
久
高
校

一
年

　

山
本
　
望
有

箕
島
高
校

一
年
　
　
石
川
　
あ
み

▼
近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞

有
田
中
央
高
校

一
年
古
川
　
倫
奈

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

感
謝
状

有
田
市
立
保
田
中
学
校



(5)第 105号 納 税 だ よ り 令和4年 12月 16日

につし`ての作文
中学生の「税
並びに
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《有田市立保田中学校には、全国納税貯蓄組合連合会から感謝状が贈られています。》
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令禾日4年 12月 16日 納 税 だ よ り 第 105号  (6)

令
和
四
年
度
中
学
生
の
「税
に
つ
い
て
の
作
文
」
受
賞
作
品
紹
介

《全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
》

吉
備
中
学
校
二
年

「税
金
で
日
本
を
豊
か
に
、世
界
を
平
和
に
」
　

　

梅

谷

彩

花

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
架
け
ら
れ
た

「
つ
ば
さ
橋
」
を

知

っ
て
い
ま
す
か
？
こ
の
橋
は
、
日
本
の

「
政
府

開
発
援
助

Ｈ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
に
よ

っ
て
建
設
、
二
〇

一

五
年
四
月
に
約
百
二
十
億
円
か
け
て
完
成
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
達
は
皆
、
こ
の

「
つ
ば

さ
橋
」
は
日
本
の
支
援
で
で
き
た
橋
だ
と

い
う
事

を
知

っ
て
い
て
、
日
本
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
橋
の
た
も
と
に
は

「
日

本
の
人
々
か
ら
の
贈
り
物
」
と
書
か
れ
た
銘
板
が

は
め
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
が
そ
れ
を
知

っ
た
の

は
、
と
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
橋
は
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済

の
動
脈
」
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
現
地
で
暮
ら
す
人
々
に
と

っ
て
は

大
切
な
道
路
に
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
の
橋

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
物
流
効
率
が
劇
的
に
変

化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
番
組
を
通
じ
て
初
め
て

「
Ｏ
Ｄ

Ａ
」
と

い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
ｃ
今
ま
で

「税

金
」
は
日
本
国
民
の
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
日

本
が
豊
か
に
な
る
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
と
思

っ
て
い

た
私
に
と

っ
て
、
す
ご
い
驚
き
で
し
た
。
自
分
達

が
納
め
た
税
金
が
、
世
界
の
開
発
途
上
国
に
対
す

る
資
金
や
技
術
協
力
と

い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い

る
事
は
す
ご

い
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
は
、

戦
後
全
て
失

っ
た
状
態
の
時
に
、
全
世
界
の
国
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
助
け
を
受
け
て
発
展
を
逐
げ
た

と
授
業
で
習

っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
時
も
世
界
各
国
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
募
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
て
も
ら

っ
て
い
る
映
像
を

見
ま
し
た
。

私
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
事
も
な
い
し
、
東
日

本
大
震
災
も
映
像
で
し
か
見
た
事
が
あ
―，
ま
せ

ん
。
で
も
、
戦
後
の
大
変
な
時
に
世
界
の
国
の
人

達
が
助
け
て
く
れ
た
か
ら
今
の
日
本
が
あ
り
、
自

分
は
生
き
て
い
る
。
あ
の
時
助
け
て
く
れ
た
人
が

い
る
か
ら
、
今

の
自
分
は
生
か
し
て
も
ら
え
て
い

る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
今

の
自
分
に

は
、
ま
だ
消
費
税
と

い
う
形
で
し
か
税
金
を
納
め

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
税
金
に
よ

っ

て
誰
か
を
救
え
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
き

っ
と
私
も
、
私
を
生
か
し
て
く
れ
た
人
に

と

っ
て
も
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
納
め
た
税
金
が
、
日
本
を
豊
か
に
す
る

事
に
活
用
さ
れ
、
ま
た
世
界
の
人
達
に
色
々
な
形

で
福
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
と
、
少
し
誇

ら
し
く
も
感
じ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
今
の
白

分
が
い
る
事

へ
の
感
謝
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
税
金
は
、
リ
レ
ー
の
よ
う
な
も

の
だ
」
と
、

あ
る
記
事
で
読
ん
だ
事
が
あ
り
ま
す
。
ず

っ
と
青

か
ら
バ
ト
ン
で
つ
な
が
れ
て
き
て
、
自
分
も
そ
の

バ
ト
ン
を
受
け
取

つ
た
ら
次

の
人
に
繋
げ
て
い
か

な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
ｃ
だ
か
ら
、
そ
の
時
が
き

た
ら
、
私
は
次
の
人
に
バ
ト
ン
と

一
緒
に
こ
の
話

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。畿

1  ・

ひに 1兄の,草 |∴

踊鮨ぃこ

》



(7)第 105号 納 税 だ よ り 令和4年 12月 16日

『税
の
標
語
の
塔
』
掲
載
作
品
紹
介

中
学
生

「税
の
標
語
」
優
秀
作
品
と
し
て
次
の
作
品
が
選
ば
れ
、
有
田
市

・

湯
浅
町

・
広
川
町

・
有
田
川
町
に
計
六
簡
所
あ
る

「税
の
標
語
の
塔
」
に

一
年

間
掲
載
さ
れ
、
道
行
く
人
々
に
税
に
対
す
る
関
心
と
正
し
い
理
解
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

○
有
田
市

掲
封
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

地
域
の
輪
　
作
っ
て
い
こ
う
よ
　
税
金
で保
田
中
学
校
二
年

一

「
人

一

「
ソ

な
ぜ
あ
る
の
？
　
し

っ
か
り
学
び

納
税
を
文
成
中
学
校
三
年

生
駒
　
伊
吹

【湯
浅
納
税
協
会
会
長
賞
】

税
金
で
　
つ
く
る
未
来
と

笑
顔
の
暮
ら
し
箕
島
中
学
校

一
年

笑
顔
の
芽保
田
中
学
校
二
年

藤
田
　
紗
奈

人

つ
な
ぐ
　
税
で
生
み
だ
す

九
州
　
綾
香

○
湯
浅
町

掲
載
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賣
】

住
み
や
す
い
　
我
が
町
守
ろ
う
　
税
金
で湯
浅
中
学
校
三
年

奥
村
　
杏
美

考
え
よ
う
　
未
来
を
み
つ
め
て

お
さ
め
る
税

湯
浅
中
学
校
二
年

翌
（　
　
悠
晟

中
井

○
広
川
町

掲
封
作
品

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

笑
顔
の
輪
　
そ
の
税
金
に
も
　
意
義
が
あ
る
耐
久
中
学
校
二
年

【広
川
町
長
賞
】

毎
日
を
　
支
え
る
税
に
　
あ
り
が
と
う

石
原
　
悠
愛

耐
久
中
学
校
二
年
　
　
植
山
　
菜
結

【近
畿
税
理
士
会
湯
浅
支
部
長
賞
】

税
納
め
　
明
る
い
未
来
を
　
永
遠
に

津
木
中
学
校
三
年
　
　
新
家
　
亜
理

○
有
田
川
町

掲
載
作
品

【湯
浅
税
務
署
長
賞
】

見
守
ろ
う
　
税
の
行
き
先
　
国
の
先

金
屋
中
学
校
三
年

【有
田
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

あ
り
が
と
う
　
感
謝
の
気
持
ち
　
税
金
に吉
備
中
学
校

一
年

【有
田
川
町
長
賞
】

そ
う
な
ん
だ
　
私
た
ち

っ
て
　
納
税
者
吉
備
中
学
校
三
年

税
で
得
る
　
物
と
心
を
　
大
切
に

梅
本
　
望
有

棚
野
　
心
花

山
村
　
一牙
生

石
垣
中
学
校

一
年
　
　
井
上
　
陽
路

守
り
た
い
　
豊
か
な
国
を
　
税
金
で

八
幡
中
学
校
二
年
　
　
西
岡
　
優
咲

『近
畿
税
理
士
会
議
浅
支
部
長
賞
】

税
金
は
　
豊
か
な
町
を
　
つ
く
る
鍵

八
幡
中
学
校
二
年
　
　
山
平
瑚
心
波



令和4年 12月 16日 納 税 だ よ り 第 105号 (8)

農業所得者に対する決算等説明会のご案内

日   日寺 内  容 会  場 講 師

令和5年 1月 20日 (金 )

午後 1時 ～ 2時

。決算の留意事項

・確定申告における留意事項等

について

湯浅納税協会

3階 会議室
湯浅税務署

職 員

※なお、この説明会では、「消費税インボイス制度」の概要についても説明します。

湯浅納税協会では、サラリーマンの方を対象にパソコンを利用したe―Taxに よる確定申

告書の作成の仕方について研修を次のとおり開催しますので、ご興味のある方は是非ご

参加 くださいますようご案内申し上げます。なお、会場の都合で参加人数に限りがあり

ますので、事前にお申し込みをお願いいたします。

また、スマートフォンを利用した申告についての質問もお受けいたします。

e‐ Tax研修会のお知 らせ

開 催  日 時 令和5年 1月 20日 (金)午 前10時 ～ 11時

開 催 場 所 湯浅納税協会 3階 会議室

内 容 e―丁axに よる確定申告書の作成の仕方 (医療費・寄附金控除等)

==百丹 自FF 湯浅税務署 職員
定 ロロ

（
14名 (先着順 )

申 込 期 限 令禾口5年 1月 13日 (金 )

参  カロ  費 会員・非会員とも 無 料
申込 。お問合せ 湯浅納税協会 (0737-63-5454)

窪景:を:轟1基:得て瞬きす
新しい仲間をご紹介ください。
会費は法人・個人別に定められています。

詳しくは、窓日か電話でお尋ねください。

こ入会の申し込みはこちらから 贋F

携帯電話、スマートフォンで右記のQRコードまたは下記のURLヘアクセスしてくださいc

httpsi/.・ www.nk_net.cOip/kyOkai/nyukai/t()p/83507

令和16年

'日
定
1申
告の口囲はお早め鱈J

^=豊=,電
の皆様へお願



(9)第 105号 納 税 だ よ り 令和4年 12月 16日

開 設 日

開 設 場 所

令和 5年 2月

開 設 時 間6 7 13 14 16 17

月 火 月 火 木 金

有田市文化福祉センター 3階 大会議室 ● ● 9:30へ′16:00

有田川町役場 吉備庁舎 4階 会議室 ● 9:30～ 16:00

有田川町役場 清水行政局 2階 大会議室 ● 9:30へ′15:00

湯浅納税協会 3階 会議室 ● ● 9:30～ 16:00

※ いずれの会場も正午から午後 1時 まで相談は行っていません。
※ 受付時間は、 9時 30分から終了時間の 30分前までです.
なお、中告会場の混雑状況によっては早めに受付を終了させていただく場合があります。

※ ご来場の際には、前年分の申告書等控え、源泉徴収票 (給与 。年金収入のある方 )、 所得控除
に係る各種証明書などの申告書の作成に必要な書類と筆記用具、計算器具等をご持参ください。

※ 各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」、「贈与税」、「相続税」、「山林所得」に関
する相談は行っておりませんので、これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署へお越し

くださいc

※ なお、本年は新型コロナウイルス感染症対策のため、次の対応を取 らせていただきますので
ご理解、ご協力をお願いいたします。

① 会場内が密にならないよう入場制限のほか、早めに相談受付を終了する場合があります。
C)ご来場される際は、マスク着用をお願いします。 (マ スクを着用されない場合、入場を
お断りする場合があります。)

③ 咳 。発熱等の症状のある方や体調のすぐれない方は、入場をお断りします。
| ‐17:)会場内に筆記用具は用意 しておりませんので、ボールペンや計算器具等をご持参ください。

令和 4年分確定申告の湯浅税務署の申告書作成会場の開設期間は、

2月 16日 (木)から 3月 15日 (水)です。
土・日・祝日は開設 しておりません。

申告相談の受付は 16時 まで行ってお りますが、申告書作成会場の混雑状況により
早めに相談受付を終了する場合がございます。

なお、作成済みの申告書等の受付、用紙の交付については、 17時 まで行っています。
2月 15日 (水 )以前は、中告書作成会場を
となります。

開設しておりません.通常窓口での対応

税理士による地区無料相談会場のご案内

湯浅税務署 か らお知 らせ



納 税 だ よ り 第 105号 (10)
令和4年 12月 16日

自宅からスマホで申告

・篠和
してみま世んか?

「

ス マ ホ カ メ ラ で

源 泉 徴 収 票 を

読み取りできます !

NttV令和4年分(令和5年1月以降)からさら|

・青色申告決算書
。収支内訳書がスマホで作成可能に

。マイナンバーカードの読取回数が削減
※

※ 過去にマイナンバーカードを使つて確定申告している等
の一定の条件を満たしている場合

こ便利
IⅡ・・  |

1し  :

櫂
姜建

確定申告期間は24時間

い つ で も 利 用 可 能
※メンテンナンス時間を除く

ス マ ホ 専 用 画 面 で

見 や す く操 作 が 簡 単

専 用画 面

画面 の案 内に沿 つて

入 力 す る だ け

書類の記載内容を入力・

送信することで添付省略
※一部の書類は除く

税務署への持参が不要

印刷・ 郵 送 代 が不 要

還付金の振込みが早い

※ 2月 末までに提出した場合に 2～ 3週間程度で還付

(書面提出の場合は4～ 6週 間程度で置付 )

‐■‐■‐

.■
||■■

護
　
３

囁一̈̈̈群
一一一̈̈一一「椰
一̈鰤

鼈̈

1531崎人

./｀ヽ′
´

全国で 153万人 が、

自宅からスマホを

使って0_Taxで申告

詳しく|ま裏面をご覧ください!l>>>

懸霊P大阪国税局・税務署

¬

添付書類不要

持参・印刷・郵送不要



(11)第 105号 納 税 だ よ り 令和4年 12月 16日

令和 5年 10月 1日 から「インポイス制度」が始まります ||
令和 5年 10月 1日からインボイスを発行できる「適格請求書発行事業者」となる
ための登録申請期限は、令和 5年 3月 31日 となっておりますが、登録される方につ
きましては、お早量に申請手続 をしていただき、含裕をも́Pζ ご姿備いただき
ますようお願いいたします。

税務職 員 ISヽ たは

1 説明会・相談会の主な内容
・ インボイス制度の内容 (基本的な仕組みや概要)
登録申請 の力法 (手続き ― 卜)ヽ

当日、金録申請手続を希望される「個人事業者」のんは、「スマートフガン」「マイナンパーカート
{ハスワード含む1」 をご持参<ださいぅなお、スマートフォン、マイナンバーカードをお持ちてない
方は、書面による登録申言青も出来ますので、ボールヘン等の筆記用具をご持参ください。
※ e―Taxを利用されたことがあるんは、利用者言載駐番号 |ハスヮート含む,もご用意ください。

インボイス制度を動画で分かりやすく解説した

YouTube E国税庁動画チャンネル」も是非ご覧ください。
SteO_」 右の二次元コードを読み取り
SteQ12 「消費税!今から学ぼう|インボイス塾」など動画を選択

「
|~|

マレ

■のコーパカちノイハハ

2 説明会 e相談会への参加方法等
参加を希望される方 (個人事業者、法人)は、 開催日の 1週間前まで  |こ、
下表の「連絡先」までご連絡いただき、申込み (予約 )をお願いしますの
なお、新型コロすウイルス感染症の対策として、定員を設定しており、予約数が定員と

なりしだい、締め切らせていただくほか、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって

は、説明会を「中止」する場合がありますので、あらかじめご了承願いますじ

3 説明会・相談会の開催日程
開催日 時間 開催場所 定員 連絡先

1月 25日 (水 ) 40時～ 41時
〒643-0004
)易 )曳田I)易 )曳2430-77
湯浅納税協会
3階 会議室

20名

湯浅税務署
法人課税部門
(ダイヤルイン)
0737-63-5406
※ 事前予約は、開催日の
■董雪塁艶壼王⊆受付

2月 22日 (水 ) 14時～ 15時

3月 29日 (水 ) 10時～ 11時

※ なお、個別・具体的なご質問につきましては、時間の都合上、当日お受けすることがて
きませんので、後日、日程を事前予約の上、ご来署いただきますようお願しヽします。

☆ インボイス制度をもつと知りたい方へ・・・

インボイス制度の概要

よくあるご質問 (Q&A)
などはこちら

オンライン説明会への

お申込みはこちら

インガイヌ岩殿
′グイハ インラインを読1″蜜ψZ

インボイス制度説明会・登録申請相談会のご案内
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スマホアプリ納付の

詳しい情報はこちらから
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顧躍

第 105号 (12)

6つのPay払い (○○ペイ)から
納付手続きが行えます !

L:NE O Poy amaron PaY

イータ君

Pay払い(00ペイ)
を選択し、画面の表示

に従つて手続き I

「国税スマートフォン

決済専用サイト」に

アクセス !

◎ アカウント残高を利用した支払い方法のみ利用可能なため、事前に利用する Pay払い
(○○ペイ)へのアカウント登録及び残高へのチャージが必要です。

◎ 原則として、全ての税目で納付が可能です。ただし、印紙を貼り付けて納付する場合等、
ご利用ができない税目があります。

0 -度 の納付での利用上限金額 |よ 30万円です。
※利用するPay払い(○○ペイ)で設定された上限金額により、利用可能な金額が制限される場合があります。

O 領収証書は発行されません。
※ 領収証書が必要な方は、金融機関や税務署の窓□で納付してください。
なお、「納付手続の完了」画面で「納付内容をダウンロード」していただくか、「納付情報の入力」画面でメール

アドレスを登録し、納付手続完了メールを受信することで、納付内容を確認することができます。

詳しくは、国税庁ホームページ(https://www.nta.go.jp)を ご覧ください。
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